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海氷の研究(第 8報)

網走，紋別に於ける沿岸海氷下の

海水の温度，盤分について*

濡富孝治，楠 宏，田畑忠司

f低温科皐研究所海洋等部門〉
E昭和 22年 11月受理3

1.緒言

昭和 19年， 20年， 21年 2月中旬から 3月上匂にかけて，北海道オホック海岸の網走，

紋別の沿岸海氷に就いて海氷観測を行ったが，その際沿岸結氷下の海水に就ても温度と盤分の

測定を行った.以下にその結果の撤回告に就いて述べ多少の論議を加へて見ょうと思ふ.

11. 観測の方法並に結果

第 1圏，第 2聞は夫k網走港，紋別措の略園で丸印は観測黒占の位置，それに附した数字は

第 1 表中の測勲番披である.第 1 園網走K於ける測黙 1，..".，4 は昭和 19 年の観測，測結 5~

9ば昭和 20年の観測，第 2園紋別iて於ける測駄目， 11は昭和 20年，測結 12，13は昭和
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圏4 第

とれか21年の観測である.観測献に於ては沿岸結氷に 50cmx50cm位の面積の穴を聞け，

ら海底までの種k の深さで探水測湿を行った.水深は 2.5m"，-，19mであった.採水にはヱク

マy型湖水用顛倒採水器を用ひ測湿には顛倒寒暖計(渡謹製)を探水器に装備して用ひた.然
1 

し表暦では直接採水瓶で探水し測温には 1-0"c目盛の標準寒暖計を使用した・

7](曝時聞は 5-10分，讃取値には器差，調度の克正を施した.探水した海水は探水瓶につめ

願倍寒暖計の

て蹄校後とれについて普通の海水分訴の方法により Cl'り定量分析な行ひ， Knudsenの公式

によ P盤分を求めた.分析に用ひた硝酸銀溶液は標準海水を用ひて検定したととは申ナ諮もな

い.第 1表はその結果であるが，水深，観測時の気温，氷厚も参考のため記載して置いた.

(此1ifiで、 T は τ=-0.0086-0.064臼3σ。一

0.00010550'02，σ。==-0.069十1.4708CI-0.001570CF+0. 0000398 CPなる M.Knudsenの式
叉表中にはその堕分に針ナる海水の結氷温度 r



198 稲吉f孝治・祁i 宏・同封IJ忠おj

から求めた)<2)計算値も掲げた.第 3国，第 4闘には続軸に観測暦の深さ主ととれ横軸には

それに甥-膳ナる水温(白丸)，海水の堕分(黒丸貼線)とその盤分l'L~tナる海水の結氷温度(小

黒勲賞，様)~ととってそれらの霊百分布を示したものである.第 3 闘は網走，第 4 圏段紋加の

結果である.

III.論議

1) 沿岸海氷下の海水の極度は近似的には結氷温度である.

網走K於ては第 1闘に示した様に再が港内に注いでゐるので，港内や又港外でも港の近く

では海氷と下の海水(堕分は 29，....，包括で、殆~'一様である〉の間に厚さ O.5m~lm 位。盤分

の極めて薄い水の暦が見られる(第 3回参1!の.そり淡堕分暦の盤分は港内では1，....，5鋭位

で，港外では港から隔たるにつれて次第に盤分を増して測結 8，9位では殆ど影響がなく完工る.

紋別に於ては附近に大きな河がないので海水は表面から底まで 31~32見込の殆~'一様な醸分を

示してゐる(第 4闘参照).各暦に於ける水温は 2つの場合(測!.fANo.1の表面と No.6の

1m暦)友除外ナれぽ何れもその盤分に鈎・ナる結氷海度と土O.60Cの範圏で一致してゐる.

(第 L第 2，及び第 3表参照).昭和 21年の紋別の観測の際はその年の冬季の気温が例年に

比較して温暖であったためか，内港を除いて見渡ナ限りの海商には結氷，流氷がなく，港内の

結氷の下にも沖の駿水が流入して結氷は融解しつ.1.i:lうると思はれる欺況であったので， 1比の揚

合をも除けば水温は土O.40C位。範閣で結氷極度と一致してゐる. i1lPち盛氷期iて於ける沿岸

の水深 20m以下の海域の結氷下の水温は近似的には表面から底までその盤分に針ナる結氷温

度にbるといふととが推察出来ょう.

盤分が 24.7訴以上の海水に於ては共の最大密度を示ナ温度は海水の結氷賄以下にあり，そ

れより温度が高ければ高い程密度が小さいので，秋になって集温が水温より低くなると冷却さ

れた表居。海水は下の海水より密度が大となって沈み，下層の競い潟水が浮き上って来て水深

の潔い海域では水温が表履から底暦迄一様になる.又風波による援母Lや風による海岸の上昇

流，下降流がとの作用を助長ナる.従って気温が低下ナるにつれて水温は還に金暦が結氷温度

となる迄漸次低下ナる筈である.舟気温が下ると水の表面に結氷をと主主じ共の下面に氷が成長し

て行く.即ち外から暖い水が流入ナるととがなければ結氷下の海水は底まで堕分が一様で水温

が結氷温度になってゐると考へられるのである.共の後上昇臨界日1)を過ぎて気温が海水の結

氷温度より上昇し始め，沖の結氷が破碍されで流れ出し，海面が露出ナる様になると，日射に

より表面の水温が上昇し風波や風による海岸の上昇流，下降流により漸次下暦の水温も上昇ナ

るものと考へられる.此の度の観測の結果に就て網走の測結 8，9及び紋聞の測駄 10，11に就

て結氷下の海-水の堕分，水温が表層から下暦まで殆~'一様で水温が結氷極度に近似的には一致
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してゐたととや，紋別の測黙 12，13に於て堕分は略z一様であったが，温度が結氷温度より

O.50C位高かった事賀は上に述べた様な現象が略z賞際に行はれてゐるととをと示ナものと思

ばれる.

網走の測黒占 1-7に於て見られる静氷宮下の淡堕分暦は筆者等が海氷中の堕分の垂直分布の

研究2)のi器に指摘した趨り結氷生成後に結氷温度の河水の流入により生じたものと考へられる

から，共の下暦の海水に就ては上に述べたと全く同様に近似的には結氷温度にあるととは期待

せられるととであれ観測の結果も略zとの関係を満足してゐるのである.

2) 結氷直下の海水の温冷却現象と下暦の海水の混度が結氷勤より多少高いととについての

考察.

顛倒寒暖計による此の度の測混の誤差は土0.020C位のものであれ盤分測定の誤差による

結氷協度の計算値も間程度の誤差であると考へられるから，観測の結果友今少し践密に見れば

水温がその居心堕分に鈎癌ナる結氷温度より低調で所謂過冷却を呈してゐる部分や，その結氷

温度より多少高温な部分があるととを知るととが出来る.部ち

i ) 紋別D測結 11，12， 13 11:.於ては海水の金暦に亙って水温が 0.1，，-，0.50C結氷溢皮よ

D高いととである.12， 13の場合に於ては既に上lて述べたから省くが， 11の場合は 3月

初句の気温の比較的高い時の観測であり，而も場所が沖の開水部に近いためK12， 13の場

合と同様な現象が起ったりであらうと考へてゐる.

ii) 網走の測結 1， 6， 7，8 ， 9 の表暦に於ては 0.01~1.50C K及ぶ温冷却の現象が見られた.

共の他測勤 5の表居iて於ても 0.020C程度の過冷却があり，とれらの 6つの場合を卒均ナ

れば，0.4JOCとなる.過冷却の現象が見られたりは主として結氷直下の 1m以内の淡堕

分居中であるがp 網走では昭和 19年には 4測結の中 1測賄，昭和 20年には 5測結全

部に於て'ir琵冷却が起ってゐた.紋別に於ては昭和 20，21年ともに過冷却の現象は全く見ら

れたかった.

iii) 又網走の測貼 1，2，3，6に於て淡盤分居。下の海水暦中で水温が 0.1---0.30C位結氷

温度より高いととが認められる，

ii)， iii)の現象を伶よく吟味ナるために紋艇の 12，13(前に述べた如く之等の場合は沖に

氷が全然無く沖から温度の高い水が流入して氷が融解してゐるととが明らかであるから除

く)乞除く金測結の各膝に就て共の堕分に劉ナる結氷温度と水温との差をと求め第 2，第 3表

に示した(過冷却の場合を正とナる).又温冷却の現象が見られる個所は主として網走の淡盤

分暦りるる沿岸近くの部分であるから，との関係を吟味ナるために最上底の海水堕分が 15訴

以下の場合と 25訴以上の場合の 2つに分けて，各謄毎に結氷温度と水温との差の卒均値吉三

求めた.その結果は又第 2，3表中及び第 5閣に示し?と.臨中白丸は Sく15訴の場合で、黒丸
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は 5>25訴の場合である.即ち海水最上}膏D堕分が 25訴以上で淡騒分居の影響の少い海域

海水最上底の盤分が 15景品以下の場合の遜冷却度 (]E)第 2表

8 

No. 1 十1.49 -0.33 

2 -0.09 -0.06 -0.34 

3 -0.04 -0.21 -0.25 -0.25 -0.35 -0.37 

4 -0.01 -0.08 -0.04 -0.12 

5 +0.02 -0.06 十0.06 -0.03 

6 +0.03 +0.69 -0.13 一一0.241

7 +0.06 -0.02 一0.08

7 6 5 4 3 2 1 0.5 m
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ト0.281+0.041-0.01 1-0.151-0ぉ [-0.091-0.211-0.24:-0.371-0.08 Mean 

海水最上j習の堕分が 25虫記以上の場会の過冷却皮(正)
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下の海水層の部もO.30C 1<:建ナる過冷却が起って居~ ， 
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分では結氷結より O.l，，-，O.4OC位温度が高くなってゐると

とが判るのである.AItbergめのソ聯邦内諾JIIに就てD研

究によれば河水の過冷却の度は僅かに千分の敷皮からたか

?とか O.050Cの程度に過ぎないととが知られてゐるが，海

氷宣下の海水に就て上越の様，/，J.可成り大きな過冷却が観測

されたととは異に著しいととと言は怒ければならない.以

下にとの原因に就て少し考察を加へてみようと思ふ.

網走の港に近い海域に就ては結氷の始まる少し以前には

5 第

20 沖D堕分の濃い海水と網走川共の他から流出した淡水とが

風波や海の表面の冷却に起因ナる針流や共の他の作用で捜
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持されて，表面から底まで盤分や水温も略=一定で均質た沿岸水塊(盤分は其の年や場所で多

少異なって居j)29-包括位である)矛形成して島丸偽冷却がナ ιむと海面に結氷百三生ヂ

る.共の後ば結氷むために風波による捜持作用がなくなるので，流出した結氷温度に近い河水

は結氷とその下D結氷湿度の海水との聞に 0.5.-.2.5mの薄暦となって存在ナる.とれらに

就いては海氷の研究第 10報4) にも注意したが，第 4表に淡盤分居の厚さ d1，そり卒均盤

分 51，その王子均過冷却度(+)4181，下り海水居の厚さ d2，その卒均盤分 52，その結氷温度

f dO、
からの昇湿の度dθ2，又淡盤分暦と海水層との境界に於ける温度額度 I~:)を測賄毎に示し、ι....I符>
て置いた.

よ¥
1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 
一

第 4 表淡隠分府及び潟水}替の厚吉， jj連分，~冷主jJ皮，結氷黙よ F の昇湿，

境界肢に於ける滋皮傾皮

d1 S1 L101 d2 & L1fh (乏)叫
0.5m 3.7 ~話 31.7% 0.330C 0.29x 10-20Cjcm 

1.5 1.7 -0.07 1.0 31.4 0.20 1.34 11 

0.5 11.4 -0.04 10.0 31.8 0.29 0.94 " 
0.5 10.9 -0.01 3.5 31.6 0.08 1.07 " 
0.8 7.5 0.02 2.5 28.8 0.01 2.02 " 
1.5 7.0 0.36 5.5 29.8 0.18 0.30 11 

2.5 10.0 0.09 6.5 30.1 0.03 0.87 " 
一一

nI 1.1 I 7.5 I 0.18* I 4.8 I叩 7 0.18* I 0.97x10 

河水層と下り海水との堺に於ては多少の渦動があって水温，臨分の交換が行はれ主車鵠的援化

を示し，そのため河水居には多少の盤分を合むものと考へられる.第 6園は問題の海域の垂

直断面の略国で，圏中には横軸に温度をとれ営時白水温並びに卒均氷温の垂直分布を寅棋で

模型的に示した.部ち水温は淡堕分居の中心部並に上部で最高で OOCか又はそれよ D多少の

低調注示し，下方に行くに従って水植は低下し海水層の中心部で最低で、-1.6.-.-1.70C(海

水D盤分に針ナる結氷温度)にたってゐる筈で、主うる.普通の海水中り温度分布の問題では熱傍

導に比較して渦動による熱の移動が極めて大きし前者による熱の移動は無視されるりが常で

あるが，此の場合は渦動の彰響は僅かで、あれ而も渦動によっては水自身の交換が起るりであ

るから過冷却は起らない.との場合にはむしろ僅かであっても熱俸導による熱の移動が問題に

なる.部ち始め結氷温度の淡盤分暦から下の海水居に向って俸導による熱の移動が起りそり結

果淡盟分暦の下部の温度はそり騒分に針ナる結氷温度より徐々に低下ナるが，此の部分は何等

結氷に接してゐたいりで何か動揺でも起らない限り遁冷却の現象者三生デる.叉海水層の上層部

令、
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の水温はその盤分に劉ナる結氷温度よ P多少高まるととにたる.との場合の温度の垂直分布は

問中に結線で示した.との場合淡醸分屡の遁冷却によ

る最低温度 θzは海癌や横方向からの熱の供給がなけ

れば近似的に

hfLθ1+θ2 
θz=uz-，，-- (1) 

1十h27
で興へられる.と Lに θ1及び θzは夫々淡盤分居及

び下の海水暦の盤分に劉ナる結氷温度，k=~手で (k
1-'2(.，2 

は 1に近い値である)， pは密度，cは比熱，dは躍

の厚きで Suffix1又は 2を附したものは夫冷淡堕
占2

分暦及び滋1}く暦の値である. I3Pち θzは θ2を越えた

ぃ.今淡麗分居の過冷却の限度を[.1θ1エ海水暦の温

度土昇の限度(その盤分に針ナる結氷温度よりの上

0・c F.reezing point of 
Layer of !ow salinity 

Layer of 
normal 
Sea Water 

Freezing point 
of sea water 

昇)を [.1e2Jとナれば，近似的には 第 6 圏

で、奥へられる.

[.1e1J=e1-e1 = 一~-(θ1ー乱)
1十た号

h宅L
[.1e2J =e1一θ=一一竺云ー(θ1ーθ2)

1十h27

(2) 

(3) 

一般に淡臨分居の厚さ d1ほ海水暦の厚さ d211:比較してIJ、であるから斯様泳場合には .1e1
与θ1一θ2 とな ~， .1θ2 ば dθ1 11:比較して可成~ IJ、となる筈である.

網走の場合には淡盤分暦の盤分は 2-26日記で海水暦の盤分は 29，...，32鋭であるから過冷却

の限度 dθ1 は 0.3~1. 60C 位と主主る.観測せられた淡盤分暦の過冷却及び海水居の温度上昇

は第 2表及び第 4表に示した如くであって，温冷却は1.50C以下，温度上昇段 0.40C以下

であって上に述べた考察の結果とよく一致してゐる.

淡盤分居の3ill1冷却の現象は上越の機器で起ってゐるとして観測時にとれだけの値になってゐ

るためにはど、の位の時聞を要したかを次に検討してみよう.勿論その orderを知るのが白的

であるから次の如く犬ざつぼな計算笠試みるととも許されるととと思ふ.

今観測嘗11寺に淡騒分居が存在した海域全髄を考へて近似的にその卒均の欣態がとの面積 A

なる海域全躍に一様に識がってゐたものと慌定しよう.前に述べた様に初めて結氷が生じた

とき，部ち時間 t=Oでは淡盤分層の厚さは零であり海水暦はその堕分に針ナる結氷温度にあ
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った.その後とれも結氷温度 (OOC)の臨分を殆んt;'合まない河水が漸次入って来て海水層の

上に一様に績がp多少の渦動により海水暦から盤分を受けて淡盟分暦を生じたものとナる.そ

して時間 t部ち観測首時には第 4表の最下関に示した様に淡盤分居の厚きめ=1.1m，盤分

51=7.5説，その過冷却度 dθ1は O.18
0C (淡盟分暦の水域全鰹I'C鈎ナる卒均値)，海水層の厚

さ d2=4.8m，その盤分 52=30.7鋭，その結氷結からの温度上昇 dθ2=0.180C(権水暦の海
(，Jθ¥ 

域全躍に艶ナる卒均値)，南暦の境界に於ける卒均温度傾度防)帥=0.97X 10-2 oC/cmであ

ったとする.叉淡盤分居@海水暦ともに温度・盤分は殆んど、一様であったとし，その間の温度傾

度も簡翠に時間fC関係主主く一定であったとナる.との境の部分の熱傍導度を hとすれば k=

1.35x 10-3 (躍分 19訴として)，従ってとの境の面を趨じて翠位時聞に淡盤分居から海水暦

(，Jθ、
tて流れとむ熱量は1<(っ一}口1.35X 10-3 x 0 .97 X 10-2= 1.30 X 10-5 cal/cm2secで、るる.渦動に

¥ ，LJZ /rtる

より此の商を題じて熱の移動も起るが，とれば寅質部分の交換に原因するから温度が礎化する

と共に盟分も伴つで鑓~ ，とのためには過冷却の現象は起らないから考へる必要はたい.又淡

盤分暦と結氷との接鰯商には常に結氷温度む薄暦が存在して結氷の表面から昼気中に放出され

る熱の影響は只此の居中で結氷の厚さを噌ナだけであると考へる.又海底からも熱の供給は汝

いものとf限定する.

(，Jθ¥ 
先づ淡盤分唐金髄に就て考へれば，t n寺問中に k("'A~. 1 Atだけ熱量を失った結果 .181=

¥，dZ)明

0.180Cの過冷却が起ったので喜うるから，密度高と P1，比執を C1とナれば次式が成立ナる.

Ad1 PIC1，d8尚 (12)Jt

故に Pl= 1.006， c1=0.96(51=7.5鋭に針し)として tを求むれば

d1P1Cl，d81_ 110x1.006x 」ヂ主戸~.L~~，:;~V~:~.~~::~~~U =17(日〉-， { .1θ、1.30x
，. ¥，dz }刑

が得られる.

(4) 

(5) 

(，dθ、
次に海水層金髄に就て考へれば t時間kh(zz)mAtなる熱量が流入した結果，温度が

d仇=0.180Cだけ上昇したととにたる.催し梅水層の厚さは最初 (d2+必〉で tには正ちであ

るが，d1は d2 ~'C.比較して !J-..';ðいからその浮きを聞に関係なくい十~)としても近酬
には差支へない.

ぷ A(d2+号)ω (6) 

なる関係式が成立ナる.故に海水の密度内=1;025，比熱 C2口0.94(52=30.7訴に劉・し)とし

て代入し tを求むれば
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(d:汁J2jhcdθ¥jzー(480+55)xl.025xO.94xO.18 
t==、，(J8¥ 1.30xlぴ5x8.64x1ぴ=回(日)

日

¥ Jzノm

(7) 

淡盤分暦の温冷却と海水層の温度上昇とから求められた tの値は上記の如く可成P異って

ゐる.しかし淡盤分唐に於ては後述の如く結氷の成長のために多少過冷却が失ばれた場合もあ

るので、あらうし，観測の際凍結した探水器で水を撹乱して温冷却喜子減ぜしめたととも考へられ

るので貴際の過冷却度の卒均値段 0.180Cよりは多少犬であったであらう.叉海水層に於ては

水深が卒均 6m程度で濃いから海底からの熱の供給も多少あって，費際K淡盟分居から流入

した熱で上昇した温度は 0.180Cよりは多少小であったとも考へられる.従って 2つの tの

値は上の値よ Pは近づく可能性がある.今爾者の tの値を卒均ナれぽ t==49(日)となって

争犬韓 tはとの orderのものであらう.

筆者等が第 4表の測結の観測を行ったのは第 1表に示した如く昭和 19年>20年ともに

2月 18日から 2月 26日までの閉であり，叉絹走に於て沼岸結氷の初期は卒均して 1月初

めであるから，経遜日教は 49-57(臼)位である.部ち，との値は上の計算値とその order

k於ては一致してゐる.

海水の盤分が海氷の直下から海底まで略主一様な場合には，上に述べた様1J.機構では過冷却

は起ら完工い筈である.此の度の観測によれば第 3表に示した如く測駒 No.9K於て多少過冷

却が起ってゐる様でもあるが 4測献の卒均としては過冷却は起ってゐ汝い.新様1J.場合に過

冷却が起るか否かは未だ観測の敷が不足でよく判らないが，将来の観測の結果を倹って論じた

いと思ふ.

昭和 20年の網走に於ける観測中，気づいたととであるが，淡E草分暦のある場所の結氷を切

り取って穴を開けて海面守出してその海-水笠スコップ等で捜枠ナると，下方から羽毛放のモヤ

モヤした小氷片が盛r浮び上って来たととを屡々経験した.今にして思へばζれは過冷却した

淡盤分暦がスコップに附着した氷片を核として叉は擾枠による動揺で過冷却が破れて小氷片喜三

生じたもりと思ばれる.又同じ測黙No.5附近の結氷を切り出した際，結氷下商に長さ 10cm，

幅 5~6cm，厚き 1-2mm 位の薄片肢のタjえが:7](の下商に垂直に延びてゐたのを 1 同だけ観

測したととがあるが，とれも淡盤分層の過冷却と関係があるのではないかと考へてゐる.

兎に角海水D表面K淡盟分暦が存在ナる場合には河水の場合に比較して犬伝る過冷却が起り

得るととが判った.北方の海に於ては結氷開始期や解氷期の沿岸海域に於て河水の流入むた

め，又盛氷期解氷期の沖の開水面に於ける降雪や海氷の融解により斯様な暦欣構謹は農I起り



海氷の研究仁策8報〉 籾定，紋別に於ける沿岸海氷下の潟水の滋Nt，随分について 205 

得る筈でる~ ，従って上に地べた様't;;.機構で淡盟分暦の下宇部に過冷却が起ってゐる場合I'C，

うねりやその他の原因で水の動揺が起れぽ温冷却が破れて告にとり部分に氷が生ゴFるととが起

り得る筈である.Mauerstadめは斯様主主眉肢をたした淡盤分層の下部に針欣結晶や蓮葉航海

氷が生じてゐるのを観察したととを報告して居れ筆者の一人~高官も合って亜庭濁に於てくら

げ欣海氷が海商下 20，，-，50cm位の高さに多く漂ってゐるのを観察したととがある.叉河水の

流入ナる沿岸海域で結氷開始期に最視7イスクリーム航海氷が屡々観察せられるととがるる.

とれらは矢張り上に地べた過冷却の現象に関係があるもりとJ思I，k.

IV.結語

昭和 1911三， 20年， 21年に行った北海道オホック海岸の網走，紋別の沿岸海氷の観測に於

て結氷下の海水の湿度，盤分合量θ測定を行った.その主主E結果を事げれば以下の如きもので

ある.

1. 盛氷期に於ける沼岸海氷下の海水の温度はそD盟分に封ナる結氷温度に土O.4OC 位の

範圏内で近イ以的に一致してゐるとと.

2. 紋別では結氷下の海水は共の堕分が 31-32.5説位であったが，網走では港の近くには

結氷と盤分が 29-32鋭の海水との聞に1.5-26訴の淡盤分履(厚き 1-2m)がはさまっ

てゐて，そのE草分合量は港内に注いでゐる網走川の河口附近で最小で港を隔たるにつれ?と増大

してゐるとと.

3. 詳細に見れば網走に於ては結氷直下り淡臨分居中で最大1.50C，卒均して 0.180C位の

温冷却現象が見られ，その下の海水層中では 0.40C以下で卒均して 0.180C 位の水温上昇が

観測せられたとと.

4. 河水ではたかだか 0.050C程度しか過冷却しないととが知られてゐるが，海水中で斯様

完工大きい過冷却の起るりは上に地べた様な暦朕構法が原因であるとと左注意したとと.

舟筆者等は今後精密な観測を多く行って此の研究の不充分主主勅~補ひたいと考へてゐる.

格りに1m';""長島富雄，吉田敬ーの雨理署き士，章者藤光郎，吉岡英三，楼井常吉の三君，松浦

艶子，今津和子，青木敬の三嬢は筆者等と現地に同行され観測に協力された.叉現地の方kか

らは種々の御援助を得た.又此の研究に要した費用の一部は文部省科態研究費，日本堕術振興

合研究費及び服部報公合研究費K依った.此所に記して厚く感諒の意を表ナる次第である.
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Takaharu FUKFrOMI， Kou KUSUNOKIand Tadashi TABATA : 
Study of Sea-Ice. (The 8th Report). 

On the Vertical Distribution of Temperature and Salinity of Sea-Water under 
the Coastal Land-Ice at Abashiri and Monbetsu. 

Resum邑

ln our observation of coastal land-ice at Abashiri and Monbetsu in the Okhotsk sea 

coast of Hokkaido， we measured the vertical distribution of temperature and the salinity 
of sea-water under the ice. Our results are summarized as follows ー

1) Th色 temperatureof sea-water under the ice is approximately equal in the range of 

土OAOCto the freezing point ofsea司waterthat cores).Jonds to its salinity. 

2) At Monbetsu， the salinity of sea-water was near1y constant to 31~32.5 .%ó from the 

surface to the bottom. But at Abashiri， the layer of low salinity of less than 15耳元 and 
of thin thickness 1~2 m exists between the 'ice and the sea-water of salinity 30~32泌.

This layer was mostly developed in the neighbourhood of the mouth of Abashiri-river. 

3) In this layer， we observed the phenomenon of supercooling that attained 1. 50C at 
maximum and 0.30C in mean， whilst in the underlying layer ofnormal sea-water the tem-
perature was higher than its ，freezing point anditsr百 1gewas less than OAoC. Accord-
ing to Altberg's study on riverwater， the grade of supercooling is only about 0.050C. 
Concerning the above mentioned excessive supercooling at Abashiri， we can recognize that 

it was caused by the layer structure of the water of different salinity. 


